
 
 
 
 
 
 
 

第 1581 回例会 

平成 21 年７月 27 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．ビジター紹介 

亀岡 弘昭様（高野山 RC） 

４．出席報告 

会員総数 67 名 出席者数 47 名 

  出席率 70.15％ 前回修正出席率 80.60％ 

 

５．会長スピーチ      会長 花畑 重靖君 

みなさんこんにちは。ビジ

ターの高野山ロータリーク

ラブ亀岡弘昭様、ようこそお

越し下さいました。 

新垣さん、昨日 7/18、広報

雑誌・IT 委員長会議ごくろう

さまでした。中尾さん、会員

増強退会防止委員長会議ご

くろうさまでした。 

毎日うっとうしい天気が

続きます。梅雨前線が停滞した九州北部や山口に、土

砂崩れの被害が出ています。 

ジョン・ケニー RI 会長メッセージのなかに、会

員があってこそクラブは偉大、これからの地域社会ひ

とつひとつにはやり遂げなければならない活動があ

ります。ロータリアンとして、私たちは何もせずにそ

れらを見過ごすわけにはいきません。ロータリアンと

して、私たちは自分たちの責任を受け入れます。私た

ちにはそれができ、そうしなくてはならないのです。 

それぞれのクラブがあってこそ、ロータリーは偉大

なのであり、そこにいる会員があってこそ、クラブは

偉大だということを私たちは知っているからです。 

「ロータリーの未来はあなたの手の中に」 

（The Future of Rotary is in Your Hands） 

「質的にも量的にも、会員組織を世界的に拡大す

る。」は重要な優先事項です。これは、ロータリーが

達成すべき目標のすべてが会員をよりどころとして

いるからです。 

資格ある新会員をもたらすことは私たち一人ひと

りの責務です。しかしながら、この責務を果たしてい

るロータリアンはわずかです。ほかの人々にクラブへ

の入会を勧め、会員を増やすことができるのはロータ

リアンしかないのです。 

◎会員があってこそクラブは偉大 

◎資格ある新会員をもたらすことは私たち一人ひと

りの責務です 

◎会員を増やすことができるのはロータリアンしか

ないのです 

と、RI 会長メッセージです。 

私は、全日本写真連盟関西本部委員を 15 年間やっ

ています。議長がやった時に、会員数 8,000 人突破、

大撮影会は、万博公園を借りきって 3,500 名参加の撮

影会を行いました。 

また、毎月、関西本部活性化委員会を行い、質か量

かで会議しています。私はいつも「増強なくして活性

化なし」と言い続けています。 

写真の話をしたら長くなりますので、別の機会に。 

簡単ですが挨拶といたします。 

 
６．幹事報告         幹事 寺下 卓君 
○例会臨時変更のお知らせ 
 那智勝浦 RC  

8 月 6 日（木） → 8 月 11 日（火） 

18：30～  サンかつうら 
「家族親睦花火大会見学」 

 和歌山北 RC  

8 月 10 日（月） → 8 月 10 日（月） 

19：00～  アバローム紀の国 11Ｆ 
（ツインバード） 

 岩出 RC  

8 月 20 日（木） → 8 月 20 日（木） 

19：30～  ホテルいとう 夕涼み例会 
 和歌山中 RC  

8 月 21 日（金） → 8 月 23 日（日） 

15：00～ マリーナシティ 
ヨットクラブハウス 2Ｆ 

「納涼家族例会」 
○休会のおしらせ 
 橋本紀ノ川 RC 8 月 11 日（火） 
 和歌山西 RC 8 月 12 日（水） 
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 海南 RC 8 月 12 日（水） 
 粉河 RC 8 月 12 日（水） 
 那智勝浦 RC 8 月 13 日（木） 
 岩出 RC 8 月 13 日（木） 
 海南西 RC 8 月 13 日（木） 
高野山 RC 8 月 14 日（金） 
和歌山中 RC 8 月 14 日（金） 
和歌山北 RC 8 月 17 日（月） 

○事務局移転のお知らせ 
 7／30（木）より 
 和歌山東南 RC 
 和歌山中 RC 
 〒640-8215 和歌山市橋丁 23 
        サイバーリンクス N4 ビル 2F 
        TEL・FAX・E-mail は変更なし 
○8 月ロータリーレート 
     １＄ ＝ 94 円 
◎防府ロータリークラブにお見舞状と見舞金を送り

ました 
 
７．委員会報告 
○ロータリー雑誌・広報、ＩＴ委員長会議報告 

 雑誌広報委員長 新垣 勝君 
はじめに、村上ガバナー

から、ロータリーの機関誌

である「THE ROTARIAN」の

由来、地域雑誌であった「ロ

ータリーの友」が正式にロ

ータリーの機関誌になった

ことの説明があり、”歴史

に学び変革を“を地区の活

動方針に取り上げたことを

話した。地区ＩＴ委員会か

らは、当クラブの寺下ＩＴ委員会アドバイザーから、

詳しく地区のホームページについて説明。動画も活用

しており、クラブで撮影された動画もどしどし提供し

てほしいとのことでした。外部広報として有力な手段

であること、ホームページの充実には各クラブの活動

状況の報告が欠かせないことを切々と訴えた。 

私としては、地区もさることながら、とりあえず、

クラブのホームページにアクセスしてほしい。パソコ

ンさえあれば簡単に見られ、そこから地区の HP にも

簡単につながる。内容はものすごく豊富で勉強になり

ます。是非一度チャレンジしてほしい。 

次に大森ＩＴ委員からは地区の資料が膨大になっ

てきたので、費用もかかるが紙からデータベースに変

換しているとの報告があった。大村ＩＴ委員長からは

｢入会候補者、フレッシュ会員のためのロータリー情

報提供ページ｣作成のためのアンケートに協力依頼が

あり、執行部と相談の上で回答したい。 

また、雑誌・広報委員会からは、河合委員長から｢ロ

ータリーの写真展｣について説明あり、ロータリーの

活動を紹介した写真パネルを約 30 枚用意したので、

クラブとしての行事の際に、外部広報として利用して

ほしいと要請があった。 

 廣本ロータリーの友地区委員からは、編集方針の変

更と｢友｣への投稿依頼があり、採用されやすいコツな

どを披露し、著作権の問題もあり転載は禁じられてい

ると注意があった。蛇足ですが、地区のホームページ

の｢ロータリー情報｣の項目に｢ロータリーの友手引

書｣があり、そこにはロータリーの友発刊以来の詳し

い歴史が載せられています。 

会議所感として、河村 AG から、今回発刊された「手

にてつないで」はガバナーの英断であると評価すると

共に、費用もかかることから、広告が載っていること

の理解を求めた。また、地区のホームページは地区委

員の奉仕の賜物であり、良く出来ているので活用して

ほしいと呼びかけた。 

 

○会員増強(退会防止)・拡大委員会会議 
会員増強・職業分類・選考委員長 中尾享平君 

はじめに、村上ガバナーか

ら会員減少により、2640 地

区は危機的な状況であり、予

算や活動に支障をきたして

いる。地区では 1998 年で

3,800名の会員を有していた

が、2001 年で 3,304 名(うち

女性 128 名)と年々、減少し、

前年度で 123 名が大会した。

2009 年 6 月末では 2,235 名(うち女性 133 名)となっ

ている。また、規模別の少数クラブ数は、10 名未満

が 2 クラブ、10 名以上 20 名未満が 11 クラブとなっ

ており、純増で 2名～3名、地区全体で 2,500 名にし

たい。また、女性会員も 10％増やしたい。協力をお

願いしたいと説明があった。地区のクラブ数は、2007

年で、76 クラブ。そのうち、統合されたクラブは 4

クラブで現在は 72 クラブとなっている。地区で親ク

ラブになって出資し、2～3 クラブを作りたいと方針

を述べた。この後、ＩＭ単位に分かれてグループディ

スカッションし、増強の現状や怪異増強の手法につい

て話し合った。クラブとしては２名前後の目鼻がつき、

新入会員への推薦者には週報を読んでもらい楽しい

例会や活動を理解してもらう。会員全体が増強委員会

の名刺を持って、入会をお願いする。また、退会防止

については、出来る限り、趣味の会を作り、参加して

もらう。などの意見が出た。 

当クラブでは、前年度スタート時の会員数は 71 名、

退会者は 7 名、入会者 3 名で、本年度は 67 名でスタ

ート。現在、1 名が入会予定。また、1 名がアプロー

チ中です。会員の協力によって、２～３名の増強を図

りたい。 

 
８．閉会点鐘 

 
次回例会 第 1582 回例会 21 年 8 月 3 日(月) 

      海南商工会議所 ４F 19：00～ 
       お誕生・ご結婚祝い   
        新入会員歓迎会 

 



 
 
 
 
中尾享平君  地区会員増強脱会防止・拡大委員会に

出席しました。 
柳生享男君  先日、山東さん、遠方の所まで同行願

いありがとうございました。 
平尾寧章君  予防注射で早退します。 
楠部賢計君  100％出席おめでとうございます。 
寺下 卓君  新垣委員長、中尾委員長、本日よろし

くお願いします。 
亀岡弘昭様（高野山 RC） 

今年度も宜しくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
グドール博士 

ロータリーとの共通点を見出す 
霊長類学者で、人道活動家

としても著名なジェーン・グ

ドール博士が、6 月 24 日、

イギリス・バーミンガムで開

催中の国際大会、第 4 回本会

議で講演し、世界を変えるた

めに、自身の創設した組織と

ロータリーが共通の場で活

動をしていく可能性につい

て語りました。野生動物研

究・教育・保護団体ジェー

ン・グドール・インスティテ

ュートの創設者で、国連平和大使でもあるグドール氏

は、タンザニアのゴンベで長年研究している動物たち

の鳴き声をまねた「チンパンジー語」で聴衆にあいさ

つしました。自身の研究を通じて、人間と動物および

環境には共通のきずながあることがわかったと語り

ます。このきずなを認識することで、地域社会の人々

も問題解決に参加し、全体的な社会奉仕プロジェクト

を生み出すことができる、と訴えました。 
グドール氏はまた、自身のインスティテュートによ

る「Roots & Shoots」プログラム と、ローターアク

トをはじめとするロータリーの青少年プログラムの

共通点についても述べました。Roots & Shoots は、

111 か国に何万人もの参加者を誇る、地域社会を基盤

とした青少年対象のプログラムです。博士と共通の関

心を持つロータリアンに対し、今後も引き続き協力し

ていくよう呼びかけました。グドール博士との Q&A
で「Roots & Shoots」の 詳細をお読みください（英

語のみ） 
http://www.rotary.org/en/MediaAndNews/News/Pa
ges/conv09june24_goodallqu.aspx 
 

子どもたちを中退の 

危機から救うプロジェクト 
現在、ウガンダ（第 9200 地区）のジンジャロータ

リークラブ（ＲＣ）に所属するジョン・カークウッド

氏は、1975 年、イギリスでの土木工学分野の仕事を

辞め、ケニアのナイロビに移住。恵まれない子どもた

ちが通う学校で英語を

教え始めました。その

後、ウガンダ北部に引

っ越し、別の学校で教

えていた彼は、そこで

ピーター・カリバラさ

んという生徒に出会い

ました。カリバラさん

は、家庭の経済的事情で学校を中退する寸前でした。

カークウッド氏は親から相続した土地を売り、カリバ

ラさんほか数人を中退の危機から救済。さらに職業学

校を設立し、恵まれない子どもに教育の機会を提供す

る「Kids in Class」プロジェクトを立ち上げました。

プロジェクトはジンジャＲＣが支援するほか、ウガン

ダやアメリカ、メキシコのクラブからも援助が寄せら

れています。2009 年バーミンガム国際大会の友愛の

家にブースを設けたカークウッド氏は「2000 年以来、

1,500 人の子どもを中退から救うことができました。

とてもやりがいがあります」と話しました。 
 

健康な子どもの笑顔に支えられて 
内戦と経済混乱に見舞われ、あらゆる必需品が慢性

的に不足している南スーダンで、アナリア・ラモスさ

んは、1 年近くにわたり飢餓から人々を救うための支

援活動を続けてきました。「南スーダンとそこの人々

が大好きです。ここで活動

できて幸せに思っていま

す」とラモスさんは話しま

す。ラモスさんは、人道援

助と開発に取り組んでいる

団体(Concern Worldwide)
で、スーダンでの食糧確保

を担当するコーディネータ

ーを務めています。 
2004-06 年度のロータリ

ー世界平和フェローでアル

ゼンチン出身のラモスさんは、貧しい家庭に作物の種

や道具を提供し、種子バンクや養樹園を設立するプロ

ジェクトを監督しています。またプロジェクトでは、

農耕作や養蜂、鍛冶の指導も行われています。 
ラモスさんは、昨年の 8 月に南スーダンにやって来

ましたが、それ以来状況は悪化している、と話します。 
「これまで以上に治安が悪くなり、経済危機の打撃も

ますます強くなっているだけでなく、包括的和平合意

への違反の数も倍になっています」とラモスさん。「問

題はこれだけではありません。国際刑事裁判所による

バシール大統領への提訴、13 の NGO（非政府団体）

の追放、部族紛争と、問題はつきません」しかし、飢



餓を軽減し、ゆくゆくは撲滅することで、人々の苦し

みを和らげることを目指す活動に大きな充実感を感

じているとも話します。ラモスさんは、飢餓からの解

放は基本的人権であると信じています。「飢餓から抜

け出せなくては、健康、教育、その他の権利を確保で

きません。しかし、どのような権利にも責任が伴いま

す。人々にただ魚を与えるのではなくて、魚の釣り方

を教えなければならないのです。食べ物を自給できる

ようになることも人々の権利です」ラモスさんは、7
歳のときから農学者になりたいと思っていました。12
歳になったときには、アフリカで働きたいと考えるよ

うになりました。 ブラッドフォード大学でのフェロ

ーとしての体験はキャリアを築きあげていく上で、極

めて重要な体験であったと話します。「ロータリーの

おかげで、違った角度から物事を見ることができるよ

うになりました。食糧確保の活動が、平和の達成と、

弱い立場にある人々の人権を守ることにもつながる

のだとわかりました」これまでの歴史の中で、飢餓で

命を奪われた人々の数は、武力紛争や病気によるもの

を上回る、とラモスさんは説明します。「飢餓は人々

の第一の死亡原因ですが、大規模な飢饉でも起こらな

い限りニュースとはなりません。飢餓が静かに人々の

命を奪っているのだということを人々は忘れている

のです」度重なる食糧不足と立ち向かい、ラモスさん

はできる限りの支援に努めています。「子供の笑顔一

つで、そして誰かが空腹のまま眠る必要がなかったと

いうことだけで、努力が報われます。どんなに困難な

ときでも神様が見守っていてくれるのです」 
 
2010～2011 年度  

RI 会長にクリンギンスミス氏が指名される 
 

米国（ミズーリ

州）、カークスビ

ル・ロータリー・

クラブに所属す

るレイ・クリンギ

ンスミス氏が、

2010～11 年度 RI
会長指名委員会

により選出され

ました。対抗候補者がいない場合は、10 月 1 日をも

ってクリンギンスミス氏が会長ノミニーとなります。 
レイ・クリンギンスミス氏は、ミズーリ大学で経営

学および法律の学位を取得した後、ロータリー財団国

際親善奨学生として、南アフリカのケープタウン大学

へ留学し、大学院生としての研究を終えました。1973
年より、カークスビルにあるノースイースト・ミズー

リ州立大学（現在はトルーマン州立大学と改称）で総

合弁護士と経営学の教授を務め、1995 年に退職しま

したが、その間 5 年にわたり、管理学部長の地位も修

めました。現在は弁護士事務所を経営するクリンギン

スミス氏ですが、2001 年から 2004 年にかけては、

郡政委員を務めたほか、1971 年からは、メーコン・

アトランタ州立銀行の理事を、1982 年からはシャリ

トン・バレー障害者協会の会長を務めています。ジュ

ディー夫人との間には、子供が二人、孫が三人います。

1961 年にロータリアンとなって以来、地区ガバナー

を経て、1998 年規定審議会（インド、ニューデリー

で開催）ならびに 2008 年ロサンゼルス国際大会委員

会の委員長として、RI に奉仕してきました。1985-87
年度には RI 理事となり、1986-87 年度には理事会執

行委員会の委員長を務めました。2002 年にはロータ

リー財団管理委員となり、2005-06 年度には副委員長

を務めました。また、大口寄付者でもあり、財団の功

労表彰状と特別功労賞の両方を受賞しています。 
 

会員増強で新クラブが活躍 
 
ロータリー財団国際親

善奨学生としての留学を

終えてからわずか 2 年後、

コルベット・パーカーさん

（28 歳）は、米国テキサ

ス州で多様性に富んだヒ

ューストン・スカイライ

ン・ロータリークラブを結

成しました。2005-06 年度

にオランダに留学したパーカーさんは、長い間ロータ

リーに親しみを感じていました。「知識は、最終的に

は奉仕の道にたどり着くと思う」とパーカーさんは話

します。法学部を卒業すると同時に、ロータリーの存

在があまり知られていないヒューストンのダウンタ

ウンで弁護士として働き始めました。今後どのような

方法でロータリーとのつながりを保っていくべきか、

パーカーさんは地元のロータリアンに相談してみま

した。そこから、ヒューストンのダウンタウンに若い

専門職務者の集うロータリークラブをつくろうとい

う考えが生まれたのです。そして 2008 年 6 月、新ク

ラブが誕生。23～50 歳という年齢層の会員 32 名は、

ラテン系やアフリカ系のアメリカ人をはじめ、アフリ

カ、東欧、西欧、南アメリカからの移民など、人種も

多様です。財団の学友も 5 名所属しており、この中に

は、ドリサ・シモンズ元ガバナーもいます。クラブの

創立会長を務めるパーカーさんは、クラブに新しいア

プローチをもたらしました。例会は、カクテル形式で

夜に開かれます。これは会員の仕事のスケジュールを

考慮した結果です。35 歳未満の会員には会費の割引

が適用されます。例会以外でも携帯メール、Facebook
や LinkedIn といったソーシャル・ネットワーキン

グ・ウェブサイトを利用して親睦を深めています。会

員増強において重要な役割を果たしている新クラブ

は、ヒューストン・スカイライン・ロータリー・クラ

ブだけではありません。年齢のギャップが時に若い会

員候補者の入会の妨げとなることがありますが、多く

の地区で新クラブがこのギャップを埋めています。以

下は、 ロータリー世界において独自の形で会員増強

に貢献している新クラブの例です。 

会報・ＩＴ委員会    委員長：岩井 克次  副委員長：上野山 雅也  委員：岸 友子、金川 龍一、大谷 徹、三木 正博


